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　2011 年 3 月 11 日、14 時 46 分頃に三陸沖を震
源地とする地震があった。宮古市では震度５弱〜強
であった。マグニチュード 9.0 の非常に強い地震は
巨大な津波を発生させた。最大波は 8.5m 以上あり、
3 月 11 日 15 時 26 分に宮古市へ到達し、田老地区
では 37.9m、重茂半島の姉吉では 40.5m まで遡上し
た。最大波のみではなく、数度の津波があったという。
　市内の水・樋門は 111 箇所が閉鎖され、避難指示
が同日 14 時 49 分に発令された。しかし、津波は防
波堤を乗り越えて市街地へ押し寄せ、全壊家屋 5,968
棟、大規模半壊 1,335 棟、半壊 1,174 棟、一部損壊
611 棟の被害を齎したのみならず、死者 517 人、行
方不明者 94 人の甚大な人的被害が生じた。2012 年
7 月 6 日の状況では 3,883 人が仮設住宅での生活を
余儀なくされている。JR 山田線は線路が流され、復
旧の目処も立っていない。
　宮古市内には、明治 19 年と昭和 8 年の大津波を
記録した記念碑が多く残されている。この記念碑に
は「此処より下に家を建てるな」と刻まれている。
歴史を忘れず、教えを守った姉吉地区では、この度
の大津波は集落まで到達しなかった。
　現在、宮古市では復興へ向けて公営住宅の整備や
個別再建支援の実施が行われている。高台移転も多
く、一般的には遺跡と呼ばれる埋蔵文化財包蔵地内
での計画も少なくない。
　2013 年度は 4 月から８月末までに緊急発掘調査が
14 件 11,206㎡実施され、そのうち 11 件 10,856㎡
が復興関連の調査となっている。試掘調査のみで終
えた調査は 9 件 1,471㎡でうち 5 件 571㎡が復興関
連であった。
　調査は順調に進んでおり、それは宮古市教育委員
会文化課が市民への周知活動を粘り強く行ったこと
に加え、調査体制の充実を震災以前から図ってきた
ことが理由と考えられる。岩手県沿岸近隣市町村で
は埋蔵文化財の担当者が少なく、文化財保護への理
解が少ない地域もあるという。

岩手県宮古市への派遣
土屋 了介

　震災後、間断なく続く発掘調査を円滑に実施する
ため、役割分担を明確化し、調査役と調整役を分け
たことで、調査の迅速化と調査員の体調管理を実現
している点も宮古市の特徴である。消耗する割り込
み仕事や深夜にまで及ぶ業務は無くすよう管理され
ており、心身の不調者を出さない点で、管理職の仕
事が全うされている。職場の風通しも良く、意思疎
通も日頃から図られており、仕事の蛸壺化も無い。
　そのような状況の宮古市へ、私は小田原市から派
遣され、2013 年 9 月は宮古市教育委員会の職員の
方と二人体制で縄文時代中期後半の大木 8b 式期の
集落を調査している。石囲炉や貼り床のある住居
が重複している。土器だけでなく、長さ 50cm、径
10cm 程の石棒も出土した。重機の入ることのでき
ない現場で、手掘りで地表から掘り下げ、遺構確認
面に達した。
　宮古市では縄文時代や奈良・平安時代の集落は高
台の平坦面にあることが多い。津波との関連も指摘
されるものの、869 年に起きた平安時代の貞観地震
の前後で集落の立地が大きく変わるわけではなく、
出土資料からの慎重な判断が必要な状況にある。

宮古市田老集落の被災状況：（土屋氏撮影２０１３年夏）



2013 年度総会報告

　さる 5 月 11 日（土）、2013 年度の神奈川県考古学会総会を神

奈川県埋蔵文化財センター 3 階研修室にて開催しました。ここに

総会の内容を報告します。

会則に則り、岡本孝之会長を議長に選出した後、以下の議事が総会

にかけられました。

議事１　2012 年度事業報告

議事２　2012 年度収支決算報告

議事３　2013 年度事業計画（案）

議事４　2013 年度収支予算（案）

議事１　2012 年度事業報告

（総務）2012 年度総会を、2012 年 5 月 12 日に神奈川県埋蔵文化

財センターにて開催。参加者 31 名。年度中は計 6 回の役員会及び

幹事会を開催。

（会誌）『考古論叢神奈河』第 20 集を 2012 年 11 月に発行。

（連絡誌）『考古かながわ』第 48 号 (2012 年 10 月）・第 49 号 (2013

年 2 月 ) を発行。

（考古学講座）2013 年 3 月 5 日、横浜市歴史博物館講堂にて「文

明開化の考古学」と題して開催。参加者は 67 名。記録集を 2013

年度に刊行予定。

（発表会）第 36 回神奈川県遺跡調査・研究発表会を 2012 年 11 月

17 日に横浜市歴史博物館講堂にて開催。参加者は 135 名。

（見学会）見学会を３回開催。第１回は、2012 年 7 月 22 日に実施、

川崎市民ミュージアムにおいて同館企画展『郷土・川崎を掘る〜川

崎考古学研究所の活動の軌跡〜展』を見学、参加者 26 名。第２回

は、2013 年 1 月 14 日に実施、神奈川県立歴史博物館において『か

ながわの遺跡展「勝坂縄文展」』を見学、参加者 30 名。第３回は、

「早春の鎌倉を歩く〜鎌倉大仏・永福寺跡・最新発掘調査現場の見学」

と題し、2013 年 2 月 23 日に鎌倉市内各所を巡りました。参加者

は 33 名。延べ参加者数 99 名。

（ホームページの運営）2007 年度に開設したホームページ「神奈

川県考古学会　考古かながわ」の管理・運営。

（20 周年記念事業積立）20 周年記念事業である 20 周年記念講演

記録集の編集・刊行準備、および刊行物のデジタル化の準備を進行。

議事２　2012 年度収支決算報告

2012 年度の収支決算が報告されました。また、収支決算について、

2013 年 4 月 21 日に会計監査を実施。金銭出納簿、証拠書類等を

精査し、預金残高と照合した結果、誤りなく適正に処理されている

と監事より会計監査報告が行われ、収支決算報告とともに拍手を

もって承認されました。

議事３　2013 年度事業計画（案）

（総務）総会は 2013 年 5 月 11 日、神奈川県埋蔵文化財センター

にて開催。総会後に、かながわ考古トピックスを開催。２ヶ月に１

回程度の間隔で役員会・幹事会を開催し、年 6 回程の開催を予定。

（会誌）「考古論叢神奈河」第 21 集を 2013 年度中に刊行予定。

（連絡誌）「考古かながわ」第 50 号を 10 月、第 51 号を 2 月頃発

行予定。

（考古学講座）2014 年 1 〜 3 月頃に開催予定。

（発表会）第 37 回神奈川県遺跡調査・研究発表会を 2013 年 10 月

12 日に開催予定。

（遺跡見学会）県内の発掘調査現場などにおいて年３回の開催予定。

（ホームページの運営）「神奈川県考古学会 考古かながわ」の運営

を継続、内容の一層の充実を図る。

（20 周年記念事業）20 周年記念事業記念集の刊行

議事４　2013 年度収支予算案

　収入の実態に見合った予算へと移行するため、各部会とも前年度

より大きく出資額をおさえた予算額となっている。

　議事３の事業計画案とともに 2013 年度の収支予算案が審議さ

れ、拍手により承認された。

　任期満了に伴い、役員 8 名 ( 天野賢一・押木弘己・川嶋実佳子・

栗田一生・霜出俊浩・白勢順子・鈴木次郎・野口浩史：50 音順敬称略 )

と監事 1 名 ( 曽根博明 ) が退任し、新たに監事候補として鈴木次郎

氏、新役員候補として浅賀貴広・東真江・古田土俊一・砂田佳弘・

千色出・横山諒人・脇幸生・渡辺昭一の各氏の紹介が行われ、拍手

によって承認された。

その他

一．茅ヶ崎北稜高等学校建替えの問題について、会長からの経緯説

明とともに 2013 年 3 月 14 日付けで「下寺尾官衙遺跡群の保存・

整備・活用を求める要望書」(5 頁に全文掲載 ) が神奈川県考古学会

会長名において、神奈川県知事・神奈川県議会議長・神奈川県教育

委員会教育長宛 ( 連名 ) に提出されたことが総務より報告された。

一．会員より、当会の会員誌である考古論叢神奈川 20 号の発行遅

延に関わる質疑応答が 1 件、ホームページの運用と活用について

の意見提案が 1 件あげられた。

　会誌 20 号に関しては、編集作業自体の遅滞のほか、投稿論考の

吟味に時間が割かれたことが説明され、改めて投稿規程と当会が発

行する会誌の趣旨説明が行われた。ホームページについては近年の

ネット利用者増加の傾向を鑑み、会員間での意見交換・会員の声を

反映させる仕組みを組み込む必要性が指摘され、現況体制ではイベ

ント更新以上の運営管理が難しいと回答された。

　午後はかながわ考古学トピック 2013 が開催され、考古論叢 20

号に論考を掲載した曽根博明氏と大倉潤氏を講師に迎え、2 本の発

表が行われた。



2012年度収支決算報告



2013 年度収支予算



茅ヶ崎市下寺尾官衙遺跡群の保存・整備・活用を求める要望書 ( 全文 )



 

 

7 月１３日の見学会に参加して

平成２5 年度第 1 回見学会

　宮内庁と文化庁の主催で行われている「発掘さ

れた日本列島２０１３」を見学しました。

　当日は薄曇りで、汗ばむ気温のなか、会場であ

る東京都江戸東京博物館のエントランス前に集

合。参加者の記念写真を撮影後展示会場へ移動し

ました。

午後 1 時から宮内庁職員による、陵墓出土の遺

物説明、1 時 20 分から文化庁職員による展示

解説がありました。

　御廟山古墳出土のドールハウスを連想させる

囲・家形埴輪の精巧さに驚き、犬山天神山古墳

の刃物傷のある埋葬骨では、世代交代時に負わ

される傷を克服することで呪術的な力の強いこ

とを証するとの説明に意図的な傷＝戦いと単純

に捉えてしまうことを反省。

　下佐野遺跡出土の人形は大きく、延喜式の規定で

は貴族による祭祀との説明に、地方は中央の規定を

遵守するのかと疑問を持ちました。

　復興支援による発掘調査の成果では、地域の

人たちが調査に参加していること等が紹介さ

れ、文化財保護の基本的な取り組みにあらため

て感じ入るなど、考古学とは何かを再度考え直

す機会となりました。

　末筆になりましたが、見学会担当の方々お疲

れ様でした。

　今年 2 月 23 日（土）、神奈川県考古学会平成 24

年度第 3 回見学会「早春の鎌倉を歩く〜鎌倉大仏・

永福寺跡・最新発掘調査現場の見学〜」に参加した。

　午前の高徳院・鎌倉大仏では、高徳院住持で慶応

義塾大学教授の佐藤孝雄先生から「鎌倉大仏と研究

の “ 曼荼羅 ”」というテーマで講演をいただき、鎌倉

大仏について過去・未来・自然・文化という異なる研

究分野が連携してアプローチしていく重要性を知るこ

とができた。

　午後の川越重頼邸跡発掘調査現場では、調査担

当者の斉木秀雄さんのお話を伺いつつ、まさに数

百年ぶりに地上に姿を現したばかりの遺構・遺物を

生で見ることができ感動した。永福寺跡では、現在

史跡整備工事中で完成間近の基壇・礎石を見学し、

栄華を誇った永福寺の往時を偲ぶことができた。

　また、見学場所への移動は主に徒歩だったこともあ

り、普段あまり鎌倉と縁のない自分にとって、鎌倉の

様子を直に感じられたことも、非常に有意義であった。

 
神奈川県考古学会第 3 回見学会参加記

栗田　一生

平成２４年度第 3 回見学会

平成 25 年度第 1 回見学会記念集合写真：江戸東京博物館にて

平成 24 年度第 3 回見学会記念集合写真：鎌倉大仏前にて

川越重頼邸跡発掘調査現場で出土遺物の説明を受ける参加者

井出　智之



第 37 回　神奈川県考古学会　遺跡調査・研究発表会のお知らせ
　第 37 回神奈川県考古学会遺跡調査・研究発表会を、昨年に引き続き横浜市歴史博物館のご協力を得
て開催いたします。今回は、県内で調査された縄文時代から中世までの９遺跡を発表します。
　特に城郭・寺院・屋敷など中世遺跡の調査成果を「小特集」として紹介します。
　皆様、ふるってご参加ください。

　　日　　時：平成２５年１０月１２日（土）

会　　場：横浜市歴史博物館　講堂

	 （横浜市営地下鉄「センター北」駅下車　徒歩約 10分）

　　　　　入場無料　発表要旨は実費にて頒布。

主　　催：神奈川県考古学会

共　　催：横浜市歴史博物館

後　　援：神奈川県教育委員会・横浜市教育委員会

	 	 ・川崎市教育委員会・相模原市教育委員会

	 	 ・公益財団法人かながわ考古学財団

同時開催：図書交換会　

会場：横浜市歴史博物館　研修室

　　内　　容：

 9:40 〜　受付
10:00　　開会の挨拶
10:10 〜　調査・研究発表
　1.(10:10 〜 10:40)　横浜市 新羽浅間神社遺跡〔弥生時代前期末〜中期初頭の土器棺墓〕
   （公財）かながわ考古学財団　小西絵美氏
　2.(10:40 〜 11:10)　横浜市　星川桜ヶ丘遺跡〔帷子川流域の古墳と集落〕　
   （株）盤古堂　滝澤　亮氏
11:10 〜 11:20　休憩
　3.(11:20 〜 11:50)　横浜市　馬場綿内谷遺跡〔縄文・古墳時代の集落〕
   （公財）かながわ考古学財団　小川岳人氏
11:50 〜 13:10　昼休み
　4.(13:10 〜 13:40)　茅ヶ崎市　本村居村Ｂ遺跡〔平安時代の水田跡と出土木簡〕　
   神奈川県考古学会　押木弘己氏
13:40 〜 13:50　休憩
　5.(13:50 〜 14:20)　伊勢原市　宝城坊本堂下（日向薬師）〔現本堂の前身建物、造成構造の確認調査〕 

   伊勢原市教育委員会　井出智之氏
　6.(14:20 〜 14:50)　相模原市　津久井城跡　荒久地区〔山城の外郭部の調査〕　
   相模原市教育委員会　鯉渕義紀氏
14:50 〜 15:00　休憩
　7.(15:00 〜 15:30)　伊勢原市　子易大坪遺跡〔中世屋敷跡の調査〕　
   （公財）かながわ考古学財団　井辺一徳氏
　8.(15:30 〜 16:00)　小田原市　史跡小田原城跡御用米曲輪〔戦国期小田原城の庭と礎石建物の発見〕
   小田原市　佐々木健策氏
　9.(16:00 〜 16:30)　相模原市　津久井城跡　城坂地区〔市民ボランティアによる中世城館の調査〕　
   相模原市教育委員会　中川真人氏
16:30　　閉会の挨拶
16:35　　閉会

第３７回  神奈川県遺跡
                       調査・研究発表会

主催　神奈川県考古学会　　　　　　後援　神奈川県教育委員会　横浜市教育委員会　
共催　横浜市立歴史博物館　　　　　　　　川崎市教育委員会　　相模原市教育委員会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（公財）かながわ考古学財団

2013年10月12日 （土）    会場：横浜市立歴史博物館
（横浜市都筑区中川中央１－18－１
　　横浜市営地下鉄「センター北」駅より徒歩５分）

10：10～10：40
横浜市　新羽浅間神社遺跡
　　弥生時代前期末～中期初頭の土器棺墓
（公財）かながわ考古学財団　小西絵美氏

10：40～11：10
横浜市　星川桜ヶ丘遺跡
　　帷子川流域の古墳と集落
　　　　　　　（株）盤古堂　滝澤　亮氏

11：20～11：50
横浜市　馬場綿内谷遺跡
　　縄文・古墳時代の集落
（公財）かながわ考古学財団　小川岳人氏

11：50～13：10
　　　昼休み

13：10～13：40
茅ヶ崎市　本村居村Ｂ遺跡
　　平安時代の水田跡と出土木簡
　　　　神奈川県考古学会　押木弘己氏

13：50～14：20
伊勢原市　宝城坊本堂下（日向薬師）
　　現本堂の前身建物、造成構造の確認調査
　　　　伊勢原市教育委員会　井出智之氏

14：20～14：50
相模原市　津久井城跡 荒久地区
　　山城の外郭部の調査
　　　　相模原市教育委員会　鯉渕義紀氏

15：00～15：30
伊勢原市　子易大坪遺跡
　　中世屋敷跡の調査
　（公財）かながわ考古学財団　井辺一徳氏

15：30～16：00
小田原市　史跡 小田原城跡御用米曲輪
　　戦国期小田原城の庭と礎石建物の発見
　　　小田原市教育委員会　佐々木健策氏

16：00～16：30
相模原市　津久井城跡 城坂地区
　　市民ボランティアによる中世城館の調査
　　　　相模原市教育委員会　中川真人氏

中世小特集

10：00～

神奈川県考古学会
 http://www.koukokanagawa.net/

図書交換会も同時開催
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編集後記　

　連絡紙も節目となる第 50 号を迎えました。巻頭言には、第 47 号

に引き続き東日本大震災の被災地を取り上げ、宮古市に派遣されてい

る土屋さんに埋蔵文化財の調査について紹介していただきました。震

災から既に２年半が過ぎましたが、復興はまだ途上にあります。これ

からも被災地の様子を皆さんにお伝えできればと考えています。

　また、今年度の役員交代により、役員の平均年齢がぐっと下がりました。新

たな体制でより一層の活動の充実に取り組みますので、どうぞご期待ください。

会員のみなさまへのお知らせ

新規役員体制

　2013 年度より新規役員を加え、岡本会長中村副会長のもと、新た

な体制で活動を行っています！担当業務は以下の通りです。【総務】

山田・脇・東【会誌】永田・渡邉・砂田【講座】井出・中三川・五十嵐・

宇都・横山【発表会】橋口・鯉淵・浅賀・渡辺【見学会】押方・西川・

千色【【連絡誌】桑原・高橋・古田土

ホームページについて

　現在、神奈川県考古が会のホームページのリニューアル準備中です。閲

覧可能な頁が限られるなどご不便をおかけしておりますが、ご了承ください。

49 号セピア考古学雑記誤字訂正

　前号掲載のセピア考古学雑記で誤字脱字がありました。ご確認願います。

お話し戴きました寺田先生、会員のみなさまには大変失礼をいたしました。

●　2 頁左 2 行　　誤：招待状→正：紹介状

●　4 頁右 24 行　誤：町と機能→正：町という機能
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